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本Ｓ型課題は、98S2-001「強相関電子系における電荷と軌道秩序の直接的観測」をより発展

させるためのものである。98S2-001 では、主として、放射光Ｘ線を利用した電荷・軌道秩序観

測手法の開発に重点をおいた。それに対し、本課題ではさらにスピンや格子の秩序にも注目し、

これらの自由度が複合的に関連した新しい秩序状態の探索やその相転移現象の研究へと対象を

広げることを試みる。

また、本研究は物構研ネットワーク型プロジェクト研究「強相関電子系の超構造とその新奇

物性発現機構の解明」（代表者：KENS・新井正敏）の一環として行われる。このプロジェクト

では、中性子散乱実験やµSR 実験を組み合わせることにより、放射光実験だけでは知り得なか

った実験事実を発見し、電子相関に関する新しい物理概念の構築を目指す。

２２２２．．．．研研研研究究究究のののの目目目目的的的的

１）共鳴Ｘ線散乱法を利用して上記の多重自由度の秩序状態を観測する実験手法を開発する。

特に、高圧や強磁場下のような極限条件下での共鳴Ｘ線散乱法を確立する。

２）開発された共鳴Ｘ線散乱手法を用いて、現在、進歩の目覚ましい電荷・スピン・軌道・

格子秩序系の新奇物性発現機構の解明を行う。
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１）RTiO3 (R=Y, Sm, Gd, Nd, La)における軌道秩序と磁気秩序の関連を研究した。強磁性

から反強磁性に変わる Sm と Gd の間で、軌道秩序の対称性の大きな変化はないことを明らか

にした。一方、Y から La へと希土類イオンを変化させることにより、軌道秩序状態は弱まっ

ていくことを見いだした。

２）層状ペロブスカイト Nd1-xSrxMnO4 におけるホール高濃度領域試料（x=0.67, 0.75）に

おいて、その電荷・軌道秩序状態を明らかにした。

３）２層状ペロブスカイト La2-2xSr1+2xMn2O7におけるホール高濃度領域試料（0.5 < x < 0.6）

において、A-type 反強磁性相と CE-type 反強磁性相の共存状態に関して、共鳴・非共鳴Ｘ線

散乱と中性子回折実験より、なぜ共存するのか・どのように共存しているのか、ということに

関する重要な知見を得た。

４）Pr1-xCaxMnO3 において、低温での電荷・軌道秩序状態に磁場を印加することにより、

それらの秩序状態の融解現象を共鳴Ｘ線散乱により観測することに成功した。

５）DyB2C2 の反強四重極秩序と磁気秩序に関して、多くの逆格子点の共鳴Ｘ線散乱を観測

することにより、定量的議論を行った。

６）高圧・低温の極限条件下での共鳴Ｘ散乱法の開発に成功した。 他


